
 

 

             

 
 

謹啓 初夏の候、皆様におかれましてはご健勝のことと、心よりお慶び申し上げます。

日頃より、多大なるご支援、ご尽力を賜りますこと、心よりお慶び申し上げます。 

平成二十六年も早半年が過ぎ、八王子市議会では第二回市議会定例会議が開催され、

一般質問にて積極的に下記の質問を行わせて頂きました。また、本議会からは議会運営

委員会副委員長としてかねてより取り組んで参りました一般質問の一問一答方式が導入

されました。市民の皆様に身近で、より闊達な議論が行える議会となるように努力して

参ります。 

地域では、五月に長房地域住民協議会の三十周年記念式典が開催され、長房ふれあい

端午祭りと共に多くの方が楽しまれておりました。さらに、六月より八王子駅前の悪質

な客引きを禁止する条例改正が施行となり、地域の健全な発展に向け、さらなる支援を

して参ります。 

来年 4 月には、八王子市が中核市へ移行し、統一地方選挙を迎える中、三多摩におけ

る八王子の役割を高めることが出来るように自己研鑽に努めて参ります。 

末筆では御座いますが、皆様のご健勝と、さらなるご指導、ご鞭撻の程、よろしくお

願い申し上げます。 
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討議資料 

日々の鈴木レオの活動 

きょ 

質問内容 

方式：一括質問 

1、消防アプリの導入について 

 （1）火災発生時における連絡手段について 

 （2）他市にて取り入れている消防アプリについて 

 （3）本市の火災発生時における迅速な対応に向けて 

2、自転車利用の促進に向けて 

 （1）自転車専用レーン設置への取り組み 

 （2）八王子駅前の歩行者天国と自転車利用について 

 （3）歩くまちづくり 

その他、ホームページ、ブログ、Facebook、Twitter にて日々の活動を報告中！！ 

＊上記の質問の詳細については、鈴木レオホームページ（動画掲載中）、八王子市議会での会議録閲覧、八王

子市議会ホームページの議事録検索及びインターネット中継などからご覧頂くことが出来ます。 

 

平成 26 年 5 月 6 日～7 日 

自民党新政会の会派にて、昨年の台風

被害を受けた大島町の現状を視察。 

 災害発生時における避難指示や災害

の備えについて現状からの課題を学ぶ

と共に、復興支援として島外における伊

豆大島観光特派員として登録。 

 復興の支援活動に取り組む。 

平成 26 年 6 月 1 日 

自由民主党三多摩支部連合会青年部の幹

事長として、青年部の仲間と共に、自民党

青年局一斉街頭活動に参加。 

自民党青年局長、松本洋平衆議院議員、

丸川珠代参議院議員と共に、拉致問題解決

にて向けての街頭活動を実施。 

平成 26年第 2回市議会定例会議 一般質問 

きょ 
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かねてより要望を頂いておりました八王子駅前の悪質な客引き、客待ちを禁止する条例が 6 月 1 日から施行

となりました。それに伴い、市民の方を始め、お店などにも周知する為のチラシを市が作成を致しました。この

条例改正は、全ての営業活動を禁止するのではなく、悪質行為を禁止するものになります。 

 チラシには、どの行為が禁止であり、どの行為が該当しないのかも明記されております。時間によっては、八

王子の駅前を女性一人では歩きにくい現状において、この条例改正によりお店の健全な運営、歩行者の安心・安

全が進むと思います。 

 今後も、条例改正をしたから終わりではなく、条例の効果をしっかりと検証しながら、必要であればさらなる

条例改正など視野に含め、取り組んで参りたいと思います。 

5 月のゴールデンウィークに、毎年恒例の長房 

ふれあい端午まつりが盛大に開催されました。 

長房ふれあい端午まつりは、今年で 25回目を 

迎え、多くの方から寄付を頂いた鯉のぼりも 1000 

匹を数えるまでになっております。 

今年は、長房ふれあい端午まつりと合わせて、長 

房にある 10町会で構成されている長房地域住民協 

議会が創立 30周年を迎え、式典も開催されました。 

式典では、会長がご挨拶され、市長を始めとした多 

くの来賓の方からの祝辞が述べられておりました。 

長房地域住民協議会は、長房市民センターの開館と同時に創立され、市民センターの管理や長房ふれあい端

午まつりの実施など、地域に好かれる住民協議会として活動されています。 

今では、長房市民センターの利用は、年間6 万人を数え、延べで言うと 210 万人を超えているとのことで

す。昨年度に設備改修も行い、より地域に親しまれるセンターとなるように応援をして行きたいと思います。 

従来からの一括質問方式 

新たな一問一答方式 

6 月 9 日から 24 日までの日程で行われました平成 26 年第二回市議会定例会議より、一般質問の新たな形式と

して、一問一答方式が導入されました。これにより、議会における一般質問が、従来からの「一括質問方式」、新た

な「一問一答方式」、そして二つの方式を合わせた「一括質問と一問一答を合わせた方式」の 3 種類が行えるよう

になりました。 

今回の新たな質問方式の導入に関しては、かねてより検討されており、本年に施行となりました議会基本条例の

中に規定されており、条例施行と合わせて本会議場の整備などを行いまして、本議会より導入となりました。それ

ぞれの質問形式の違いについては、下記をご参考頂ければと思います。 

議会基本条例の制定の際に関して、私は一期生の頃より検討委員会に所属し、八王子市議会では唯一の検討組織

に全て関わっている議員となっております。現在では、議会運営委員会の副委員長として条例施行に伴う環境整備

に取り組んでおりますが、条例を施行するだけでは意味が全くないと考えております。 

条例施行により、新たな取り組みが行われることになりますが、それをきっかけとして議員一人一人が自らの活

動を振り返り、精査することが必要であり、それによって議会を活性化していかなければならないと考えておりま

す。今後も、自らの足元を見つめ、本当の意味での議会のあり方を見据えながら、活動して参ります。 

一括質問と一問一答を合わせた方式 

一回の質問の中において、質問者が複数の質問を行い、市長を始めとする答弁者は、質問に対して、順番

に答えていく方式。この場合、質問者の質問回数は 3 回に制限されており、それ以上を超える回数の質問は

行えない。 

質問をする際、質問者は議場の正面にある演壇に登壇し、質問を行う。答弁者においては、市長、副市長、

教育長は質問者と同様に登壇して答弁を行うが、それ以外の部長はすべて自席にて答弁を行う。以前は、質

問時間が質問のみで 40分であったが、今回より質問と答弁を合わせて 60 分へと変更になった。 

質問をする際に、質問事項をまとめるのではなく、一回の質問に対し、一回の答弁をもらって、順次、質

問を行っていく方式。予算等審査特別委員会の質問方式とほぼ同様の方式となっている。一問一答方式の場

合は、質問回数の制限はないが、一括質問と同様に質問時間が質問と答弁を合わせて 60 分となっている。 

質問者は、演壇に登壇をせず、議長から質問許可を受けた後に、新たに設置された議場の真ん中にある質

問者席へ移動してから質問を行う。この場合、市長を始めとした答弁者は、登壇をせずに、全員が自席にて

答弁を行う。 

議長から発言許可を受けた後に、一回目の質問を演壇に登壇し、 

複数の質問を行う。質問者はその後、議場の真ん中にある質問者 

席へ移動し、答弁者より順次答弁を受けた後に、一問一答を行う。 

最初の一括質問は一回となっているが、その後の一問一答では、 

質問回数は制限されず、他の方式と同様に質問と答弁を合わせて 

時間制限が 60 分となっている。 


